


To Our ShareholdersTo Our Shareholders

UA理念

philosophy of UNITED ARROWS Group

「MAKE  YOUR  REAL  STYLE」

私たちは、新しい「日本の生活・文化の規範」

（THE STANDARDS OF JAPANESE STYLE）

となる価値観を創造し続ける集団です。

株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。

平素は格別のご支援を賜り厚くお礼を申しあげます。

ここに、当社第17期（2005年4月1日～2006年3月31日）の

営業の概況と決算につきましてご報告いたします。

束矢通信は今号より、デザインをリニューアルいたしました。

株主の皆様へ、より親しみやすく、より有意義な内容をご提供してまいります。

今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申しあげます。

2006年6月

代表取締役会長 代表取締役社長
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（※1）第17期（2006年3月期）より、2005年11月に子会社とした株式会社フィーゴを連結対象とし、連結会計を開始いたしました。
（※2）2004年 5月20日（第16期中）をもって、1株を2株に株式分割いたしました。

＜将来予測に関する記述についての注意事項＞
当情報誌の業績予想に関する記述および客観的事実以外の記述に関しましては、当社が現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいておりますが、リスクや不確実性を含んでおります。
従いまして、これらの記述のみに全面的に依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願い申し上げます。
実際の業績は、当社の事業を取り巻く経済情勢、市場の動向、為替レートなどにかかわる様々な要因により、記述されている業績予想とは異なる可能性があることをご承知おきください。
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代表取締役社長

Q 3・・・2007年3月期はどのような部分に注力して経営を行っていきますか？

Interview with the PresidentInterview with the President

Q 1・・・2006年３月期はどのような年でしたか？

「構造の改革」から「構造の強化」へ、

  　新たなステージであゆみを進めます。

Q 2・・・発表されました重点事業の新プランについて詳しくお聞かせください。

　創業17年目にあたる2006年3月期は、売上高が500億

円を突破し、当社が新たな成長ステージに第一歩を踏

み入れた期となりました。売上高と各利益は前期実績

および計画値を上回り、最高益を更新することができ

ました。さらに現在推進している構造改革についても、

売上総利益率の向上やたな卸資産の対前期伸び率の低

減など、一定の成果を挙げることができました。

また下半期には、イタリアの鞄・皮革製品のブランド

であるフェリージの国内独占販売権を保有する株式会

社フィーゴの全株式を取得することで、初めて連結子

会社を持つことになりました。今後はグループを挙げ、

単体企業では成し遂げられなかった様々な可能性にチャ

レンジしていこうと思っています。

　当社では中長期的な成長拡大に向け、2006年初頭に

3つの事業について新プランを発表しました。まず、現

在当社の主力業態であるユナイテッドアローズ（UA）は、

ドレスを軸とした『ユナイテッドアローズ』とスポーツを

軸とした『ビューティ＆ ユース ユナイテッドアローズ』

にブランドを2分して店舗展開し、将来的にはそれぞれ

24店舗と48店舗体制とし売上高600億円規模を目指しま

す。UA業態は、2006年3月期には売上高300億円弱の事

業にまで成長し、顧客数の増加と顧客層の広がり、また

価値観の多様化など統一ブランドでは対処が難しくなっ

てきた現状からこのような経営判断を下しました。

　次に、第2の主力業態であるグリーンレーベル リラ

クシング（GLR）については、既存形態店舗の出店に加

え、ウィメンズ専門店の「ファサードグリーン グリーン

レーベルリラクシング」、メンズ専門店の「オドナタ 

グリーンレーベルリラクシング」という新規形態店舗

を併せて出店することにより、将来的に115～145店舗、

売上高450～500億円規模の事業を目指します。

　GLRは、事業開始から8年目の2006年3月期には年商

100億円を達成し、ご利用されるお客様も年間100万人

を突破する事業となりました。このため、今後は出店

形態を多様化することで、お客様の多様化、分散化す

るニーズに幅広くお応えしていきます。

　また、女性のシューズと雑貨を取り扱うオデット エ 

オディール（OEO）については、2007年3月期から積極

的な出店を開始し、長期的には60店舗、売上高100億

円規模の事業を目指します。

　OEOは、2002年に始動し、2006年3月期末には6店舗

を展開するスモールビジネスユニット（S.B.U.※）です。

同事業は、特に近年突出した成長を続けており、S.B.U.

の中でも重点的に投資を行っていく判断を下しました。

※ スモールビジネスユニット＝当社の主力業態を目指し、積極

的に店舗展開を行っていく事業であり、2006年3月期末現在、

アナザーエディション、チェンジズ ユナイテッドアローズ、オデッ

ト エ オディール ユナイテッドアローズ、ドゥロワー、ダージリン・

デイズの5つの事業を展開しています。

　2007年3月期は、「構造の改革」から「構造の強化」へ

移行する期であると考えています。5年越しで取り組ん

できた構造改革によって、運営上必要な枠組み（構造）

についてはある程度のベースができてきました。今後

は、この新しい枠組みのさらなる強化が必要です。そ

こで全社の重点取り組み課題として「自主企画商品の

開発力強化」、「店頭販売力の向上」、「業務効率化

による生産性の向上」をメインテーマとして各種の施

策を講じ、全方位的な構造の強化を図っていきます。

　新しいステージにおいても、お客様にご満足いただ

ける商品の提案・サービスの提供をすることで、社会

に貢献し続けてまいりますので、株主の皆様には、変

わらぬご支援をいただきますようよろしくお願い申し

上げます。
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「ZOZOTOWN」（ゾゾタウン）ユナイテッドアローズサイト ファサードグリーン グリーンレーベルリラクシング 松屋銀座店

ユナイテッドアローズ業態

オデット エ オディール ユナイテッドアローズ 立川店

※ビジネスユニット合計売上高前期比 105.5％　既存店売上高前期比 104.1％

ユナイテッドアローズ グリーンレーベル リラクシング業態

※ビジネスユニット合計売上高前期比117.4％　既存店売上高前期比115.6％

クロムハーツ業態

S.B.U. 及び UAラボ

※ビジネスユニット合計売上高前期比 151.3％　既存店売上高前期比 115.2％

※各業態、事業の出店の状況については、18ページの「新店情報」をご覧下さい。

※ビジネスユニット合計売上高前期比 122.0％　既存店売上高前期比 107.2％

「ZOZOTOWN」（ゾゾタウン）ユナイテッドアローズ サイト  http://zozo.jp/shop/unitedarrows/

オドナタ グリーンレーベルリラクシング 大丸梅田店

ダージリン・デイズ 梅田阪神店クロムハーツ '05秋冬 ダイレクトメール

　ユナイテッドアローズ（UA）業態は、当期の年商が297億円となり、300億円を目前とするところに到達しました。

売上の概況としては、メンズ、ウィメンズの彩貨部門（シューズ、バッグ類）が好調に推移し、客単価の上昇に貢献

しました。また、通販部門においては、9月にネットショッピングタウン 「ZOZOTOWN」（ゾゾタウン）へ出店し、

計画を大きく上回る売上となりました。アウター、ジャケット、パンツ、雑貨など豊富な商材の展開と、ネット限

定・先行商材の販売といった企画が、ZOZOTOWNにおけるお客様からの人気を確立しました。　

　顧客管理施策として、2月にUA全店での取り組みを開始したハウスカードは、目標を大きく上回る入会会員数で

推移しています。ハウスカードから得られるご来店・ご購入履歴などの情報は、より満足いただけるサービスに活

かすとともに、商品企画や商品在庫計画に反映するなど、様々な形で活用していきます。

　クロムハーツ業態は、アクセサリーや雑貨といった主力商材を中心に売上が高い伸びを示し、引き続き好調に推

移しました。日本国内におけるクロムハーツブランドの認知度、人気の上昇と、これまでの若年層に加え、富裕層

やシニア層へマーケットニーズが広がったことが好調さを後押ししました。また、ハウスカードによるお客様動向

の分析を行い、的確な販促活動を行ったことに加え、接客、サービスなど各施策に対するスタッフの情報共有と意

識向上を推進した結果が表れました。

　ユナイテッドアローズ グリーンレーベル リラクシング（GLR）業態は、当期も着実な成長を遂げ、1998年の事業

開始から8期目にして年商100億円のステージに到達しました。生産、販促、販売各部門における連携の強化、マー

チャンダイジングシステムを活用したち密な売上の仮説検証など、各課題に対する地道な取り組みの成果が表れま

した。3月には、GLRから「オドナタ グリーンレーベルリラクシング」、「ファサードグリーン グリーンレーベル

リラクシング」のメンズ、ウィメンズのストアブランドがデビューしました。“ビジネスマンのためのライフスタイル

サポートショップ”であるオドナタ、“セクシーは自分のために、エレガンスは男性のために”をコンセプトとする

ファサードは、従来のGLRとはまた違ったグレード感、世界観を持ち、新しいお客様層を開拓するとともに、その

多様化・分散化するニーズにお応えしていきます。

　S.B.U. 及び UAラボでは、「アナザーエディション」、 「オデット エ オディール ユナイテッドアローズ」（OEO）、

「ドゥロワー」といった比較的規模の大きい事業が好調に推移し、S.B.U.及びUAラボ全体の売上をけん引しました。

これらの事業については、今後の成長に向けて事業基盤が固まりつつあるステージに入ったといえます。

　特にOEOは、品質の高さと洗練されたデザインがリピーターのお客様の拡大につながり、既存店における売上が

大きな伸びを示しました。いよいよ拡大ステージを迎える来期以降は、さらに積極的な出店を行っていきます。
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連結財務諸表
連結貸借対照表（要約） 連結損益計算書（要約）

当期末の資産合計額は35,334百万円となりまし
た。連結貸借対照表の主なポイントは以下の通
りです。

縡のれん代
当期は株式会社フィーゴの全株式を取得し、子
会社化いたしましたが、無形固定資産の部に、
上記に伴う「のれん代（連結調整勘定）」1,435
百万円が計上されています。

第17期（当期）

（2006年3月31日現在）

縒借入金の増加
当期は自己株式および株式会社フィーゴ全株式
の取得のため、借入を行いました。期末の長短
借入金合計は10,163百万円となります。

縱自己株式を取得
当期は自己株式約155万株を取得いたしました。
これに伴い、株主資本利益率（ROE）は28.0％
となりました。

～高いROEと株主資本比率～
当期の連結ROE（株主資本利益
率）は28.0％、連結株主資本比
率は41.2％となりました。
ROEは自己株式の取得により大
幅に向上いたしました。

株主資本比率とROE

［15期］［14期］［13期］ ［16期］［17期］

（％） 株主資本比率 ROE
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～設備投資額～
当期の設備投資額は1,250百万円
となりました。この主な内容は
新規出店および改装等の営業設
備投資によるものです。また、
当期末の有形固定資産の減価償
却額は557百万円となりました。

設備投資・減価償却

［15期］［14期］［13期］ ［16期］［17期］

（百万円） 設備投資額 減価償却費
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23,378
7,752
255

10,959
3,494
577
338

11,956
5,384
2,025
4,546
35,334

15,582
5,480
5,204
2,019
1,860
1,017
5,187
4,959
228

20,769

3,030
4,095
17,777

△10,337
14,565
35,334

66.2
22.0
0.7
31.0
9.9
1.6
1.0
33.8
15.2
5.7
12.9
100.0

44.1
15.5
14.7
5.7
5.3
2.9
14.7
14.0
0.7
58.8

8.6
11.6
50.3

△29.3
41.2
100.0

（資産の部）
流動資産
現金及び預金
売掛金
たな卸資産
未収入金
繰延税金資産
その他の流動資産

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資産合計

（負債の部）
流動負債
支払手形及び買掛金
短期借入金及び1年以内返済予定の長期借入金
未払金
未払法人税等
その他の流動負債

固定負債
長期借入金
その他の固定負債

負債合計

（資本の部）
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

資本合計
負債・資本合計
※2006年3月期は連結決算開始初年度のため、前期比較はありません。

構成比（％）百万円

※グラフの16期までは参考情報として単体での数値を記載しております。

当期の連結売上高は53,813百万円となり、連結
当期純利益は4,076百万円となりました。連結
損益計算書の主なポイントは以下の通りです。

当期末の現金及び現金同等物の期末残高は
7,650百万円となりました。連結キャッシュ・
フロー計算書の主なポイントは以下の通りです。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

縡売上高500億円超え
創業17年目にして、連結、単体とも売上高が
500億円を超えました。新たなステージでも安
定的な成長を続けてまいります。

縒経常利益
経常利益は7,639百万円となり、経常利益率は
14.2％となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に当
期純利益の増加や、仕入れ債務の増加等により、
6,596百万円のキャッシュインとなりました。
また、投資活動によるキャッシュ・フローは、
主に営業設備投資や株式会社フィーゴの株式の
取得により3,423百万円のキャッシュアウトと
なりました。財務活動によるキャッシュ・フロ
ーは、主に借入による収入と自己株式の取得に
よる支出により、648百万円のキャッシュイン
となりました。以上の結果、当期末の現金及び
現金同等物の期末残高は、7,650百万円となり
ました。

縱実質的な1株当たり配当金は株式公開以来、
6期連続増配

当期の年間配当額は 1株当たり20.00円となり、
株式分割を考慮に入れた実質的な1株当たり配
当金は1999年の株式公開以来6期連続増配とな
りました。

第17期（当期）
（2005年4月1日から2006年3月31日まで）

（単位：百万円）

6,596

△3,423

648

7,650

第17期（当期）
（2005年4月1日から2006年3月31日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

20.00

5.50

9.75

11.50

13.25

16.00

（円）［12期］
［13期］
［14期］
［15期］
［16期］
［17期］

0 5 10 15 20

■ 1株当たり実質配当金推移グラフ

キャッシュイン
の状況

前期末残高 +3,827

+7,650キャッシュアウト
の状況

（百万円）

営業活動

財務活動

+6,596 +648

投資活動 当期末残高△3,423

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

■ キャッシュ・フロー

53,813
24,794
29,018
21,355
7,663
205
229
7,639
10
573
7,075
3,084
△85
4,076

※グラフの1株当たり配当金は2000年 5月および2004年 5月の株式分割（1：1.5および1：2分割）
を考慮し、分割後換算したものであります。

売上比（％）百万円

100.0
46.1
53.9
39.7
14.2
0.4
0.4
14.2
0.0
1.1
13.1
5.7

△0.2
7.6

売上高
売上原価

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業利益
営業外収益
営業外費用

経常利益
特別利益
特別損失

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

当期純利益

蛯1

蛯2

蛯3
※2006年3月期は連結決算開始初年度のため、前期比較はありません。

※2006年3月期は連結決算初年度のため、前期比較はありません。

蛯1

蛯3

蛯2

蛯2
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単体財務諸表
単体貸借対照表（要約） 単体損益計算書（要約）

第17期（当期）

（2006年3月31日現在）

第16期（前期）
（2005年3月31日現在）

前期比（％）

18,001

3,827 

57 

10,216

3,106

461

330

9,646

5,229 

498 

3,919 

27,648

8,060

3,410

656

1,662 

1,462 

868 

775

524 

251 

8,835

3,030 

4,095 

14,234 

△2,547 

18,812 

27,648 

65.1

13.8

0.2

37.0

11.2

1.7

1.2

34.9

18.9

1.8

14.2

100.0

29.2

12.3

2.4

6.0

5.3

3.1

2.8

1.9

0.9

32.0

10.9

14.8

51.5

△9.2

68.0

100.0

（資産の部）

流動資産

現金及び預金

売掛金

たな卸資産

未収入金

繰延税金資産

その他の流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

（負債の部）

流動負債

買掛金

短期借入金および
1年以内返済予定の長期借入金

未払金

未払法人税等

その他の流動負債

固定負債

長期借入金

その他の固定負債

負債合計

（資本の部）

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

資本合計

負債・資本合計

123.1

185.1

104.9

104.7

110.4

120.2

100.3

129.5

102.4

118.1

167.1

125.3

185.5

150.0

791.2

115.6

119.2

112.6

667.8

946.4

86.8

227.8

100.0

100.0

124.6

405.8

77.2

125.3

63.9

20.4

0.2

30.9

9.9

1.6

0.9

36.1

15.5

1.7

18.9

100.0

43.2

14.8

15.0

5.6

5.0

2.8

14.9

14.3

0.6

58.1

8.7

11.8

51.2

△29.8

41.9

100.0

22,157

7,084

60

10,694

3,430

554

331

12,492

5,355

588

6,548

34,649

14,951

5,117

5,190

1,922

1,743

978

5,177

4,959

218 

20,128

3,030

4,095

17,732

△10,337

14,520

34,649

構成比（％）構成比（％） 百万円百万円

第17期（当期）
2005年4月 1 日から
2006年3月31日まで

第16期（前期）
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで

前期比（％）

46,330
21,693 
24,636
18,555 
6,080
175 
219 
6,037
2 

130 
5,909
2,466 
△33 
3,476

100.0

46.8

53.2

40.1

13.1

0.4

0.5

13.0

0.0

0.3

12.7

5.3

△0.1

7.5

売上高
売上原価

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業利益
営業外収益

営業外費用

経常利益
特別利益

特別損失

税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

113.6
112.1
114.9
112.2
123.1
113.1
111.1
123.3
104.5
440.7
116.3
118.2
223.0
116.0

100.0

46.2

53.8

39.6

14.2

0.4

0.5

14.1

0.0

1.1

13.1

5.5

△0.1

7.7

52,610
24,311
28,298
20,811
7,487
198
243 
7,442
2

573
6,870
2,913
△75
4,032

売上比（％）売上比（％） 百万円百万円

（ ）（ ）

貸借対照表のポイント

当期末の総資産は前期比125.3％の34,649百万円となりました。
たな卸資産は前期比104.7％と、売上の伸び率（113.6％）を大
きく下回り推移させることができました。負債の部では、自己
株式の購入資金として借入を行い、期末の長短借入金合計額は
10,149百万円となっております。また、自己株式の増加により、
単体でのROEは24.2％と前期（20.2％）より4.0％向上いたしま
した。

損益計算書のポイント

当期の売上高は前期比113.6％の52,610百万円となり、創業以来
16期連続増収、また経常利益、当期純利益は５期連続の増益と
なり、過去最高益を更新しました。構造改革の進ちょくにより、
売上総利益率は前期より大幅に向上し、53.8％となりました。



業態別売上高構成比

クロムハ－ツ

S.B.U.&UAラボ
9.8%

その他
8.6％

5.9％

19.1％ 56.6％

シルバー＆レザー

雑貨等

その他

メンズ

ウィメンズ

業態別売上高

品目別売上高

（百万円）

［1 6期］ ［1 7期］

店舗数の推移 店舗売場面積の推移 従業員数の推移

［1 5期］［1 6期］［1 7期］

（店） （人）

［1 5期］［1 6期］［1 7期］ ［1 5期］［1 6期］［1 7期］

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

（m ）2 業態別1人当たり売上高（直営店）

業態別1裃当たり売上高（直営店）

ビジネスユニット計 S.B.U.&UAラボ

［1 6期］［1 7期］

小売全店 S.B.U.&UAラボ

小売全店 S.B.U.&UAラボ

47.7％ 57.6％

39.6％ 37.0％

12.7％

3.4％

2.0％

売上・店舗データ（売上・店舗データ（UAUA単体）単体）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

17,911

20,059

685
752

86221,776

［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］

［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］

［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］ ［1 6期］［1 7期］

［1,093］
37,949

［1,181］
39,360

［679］
40,835

［705］
41,113 ［288］

28,346

［301］
32,526

［29］
91,178

［28］
109,539

［97］
30,409

［147］
31,448

2,294 2,285
2,475 2,448

4,851

5,691 1,953 1,947

42,523
48,078

29,775
8,258

10,072

2,641
3,099

0

1,000

2,000

3,000

0

1,000

2,000

3,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

28,233

3,391

5,130

1,691 1,751

56

67

79

0

20

40

60

80

100

0

200

400

600

800

1,000

［1 6期］［1 7期］

0

20,000

40,000

60,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

2,000

4,000

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4,531

3,806

46,330

52,610

1,695
3,490

16,739

20,597

1,843
4,111

19,576

22,547

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

※1

※2

1615

※ 1．売場面積の計算基準は期中平均によっております。
※ 2．［ ］内の数値は、平均従業員数（人）であり、アルバイト（ 1人 1日 8時間換算）を含みます。

※ビジネスユニット計には、小売、卸売、通販、フォーマルレンタルの売上が含まれております。
「その他」には、アウトレット、催事販売の売上が含まれております。
※第16期までS.B.U.及びUAラボであった「ザ ソブリンハウス」「ディストリクト ユナイテッドアローズ」は、第17期より「ユナイテッドアローズ レーベル イメージストア
（L.I.S.）」となり、ユナイテッドアローズの中に売上高、店舗売場面積が含まれております。第16期の売上高、店舗売場面積につきましては、溯及算出しております。
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株式データ （2006年 3 月31日現在） ご案内会社概要 （2006年 3 月31日現在）

役員一覧 （2006年 6 月28日現在）

株　主　名

10.3

10.2
9.7
7.1
5.4
5.1
5.1
3.5

3.3

2.1

議決権比率持株数

2,138,500

2,104,000
2,000,000
1,472,400
1,117,000
1,071,000
1,064,200
734,000

695,200

444,300

重　松　　　理
畑　崎　廣　敏
ゴールドマン・サックス・インターナショナル
栗　野　宏　文
岩　城　哲　哉
水野谷　弘　一
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社信託口

インベスターズバンク

株主総数 5,093名
会社が発行する株式の総数 95,400,000株
※決算期後の増加

2006年1月27日開催の取締役会の決議により、2006年4月1日付をもって定款の
一部を変更し、会社が発行する株式の総数は株式の分割割合に応じ95,400,000株
増加し、190,800,000株となりました。

発行済株式の総数 23,850,000株
※決算期後の増加

2006年1月27日開催の取締役会において、2006年3月31日の最終の株主名簿お
よび実質株主名簿に記載または記録された株主に対し、2006年4月1日付をもっ
て、その所有株式を、1株につき2株の割合をもって分割することを決議いたし
ました。これにより発行済株式の総数は、23,850,000株増加し、47,700,000株とな
りました。

大株主

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

ザ バンクオブニューヨークトリー
ティージャスデックアカウント

（注）1．議決権比率は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
2．当社が保有する自己株式3,235,454株は表中には含めておりません。

％株

証券会社　0.32％

事業会社・その他法人
0.20％

外国人および外国法人
31.10％

金融機関　17.66％

個人・その他
50.72％

証券会社　0.39％
事業会社・その他法人
0.55％

外国人および外国法人
2.36％

金融機関
0.90％

個人・その他
95.80％

●所有者別分布状況

●所有株式数別分布状況

商　　　　号 株式会社ユナイテッドアローズ

UNITED ARROWS LTD.

本社所在地 東京都渋谷区神宮前二丁目31番12号

資　本　金 30億30百万円

従 業 員 数 862名（アルバイト 802名）

事 業 内 容 紳士服・婦人服および雑貨等の企画・販売

主要取引銀行 1 . 三菱東京UFJ銀行

2 . 三井住友銀行

3 . みずほ銀行
※従業員数は就業人員であり、アルバイト数は外数で記載しております。

代表取締役会長 重　松　　　理

代表取締役社長 岩　城　哲　哉

常 務 取 締 役 水野谷　弘　一

常 務 取 締 役 栗　野　宏　文

取　　締　　役 小　泉　正　己

取　　締　　役 佐　川　八　洋

常 勤 監 査 役 西　脇　良　作

常 勤 監 査 役 中　島　由香里

監　　査　　役 桜　木　忠　勝

監　　査　　役 相　川　光　生

株主メモ

4月 1 日～翌3月31日

3月31日

9月30日

6月下旬

三菱UFJ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目 4番 5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目 7番 7号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-707-696（フリーダイヤル）

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国本支店
野村證券株式会社　全国本支店

電子公告

事 業 年 度

利 益 配 当 金
受領株主確定日

（中間配当を行う場合）

定時株主総会

株主名簿管理人

同事務取扱場所

（連　絡　先）

同 取 次 所

公 告 方 法

※決算公告につきましては、貸借対照表および損益計算書を当社のホーム
ページに掲載しております。掲載アドレスは、以下の通りです。
http://www.united-arrows.co.jp/ir/koukoku.html

※やむを得ない事由により、電子公告によることができない場合は、日本
経済新聞に掲載する方法により行います。

古紙パルプ配合率100%再生紙を使用

本事業報告書は、環境にやさしい大豆インキと、再生紙を使用しております。

ユナイテッドアローズは、2005年度

IR優良企業賞を受賞しました。この賞は、

IRの趣旨を深く理解し、積極的に取り組

み、市場関係者の高い支持を得るなど、優れた成果を挙

げた企業に贈られます。当社は、開示の姿勢の一貫性、

ツールや説明会の独自性などが高く評価され、2002年

度優良企業奨励賞、2003年度優良企業賞に続く受賞と

なりました。

当社は、今後もすべてのステークホルダーの価値極大

化を目標に、“公平でタイムリーな、透明性の高い、そ

してわかりやすい”というIRポリシーに基づき、さら

なるIR活動の充実に努めてまいります。

株主の皆様へ株主優待券を同封させていただきました。有効期限が2007年6月
30日となっておりますので、是非期限内にご利用くださいますようお願い申し
上げます。
株主優待券のご利用可能店舗などの詳細情報については、当社IR情報ページ

に掲載しております。

株主優待券について

●IR優良企業賞を受賞しました アンケート結果報告

束矢通信第12巻にて実施した株主様アンケートの結果

をお知らせします（抜粋）。多くの方からご回答をいた

だき、誠にありがとうございました。

あなたが当社の株式を購入された
理由は何ですか。（複数回答可）Q

将来性
収益性
安定性
独自性
知名度

経営者の考え方
経営方針
事業内容

財務内容・業績
社会・環境問題への取組み度

配当利回り
株主優待

証券会社の勧め
その他

87
40

17
33

27
23
27

50
33

0
7

57
0

10

（％）

あなたが当社の株式に対する方針を決定する際、
特に重視するものをお知らせください。（複数回答可）Q

将来性
収益性
安定性
独自性
知名度

経営者の考え方
経営方針
事業内容

財務内容・業績
社会・環境問題への取組み度

配当利回り
株主優待
その他

63
53

13
13

3
20
17

30
23

0
17

33
0

（％）

IR情報に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

社長室 IR・広報課
Phone 03-6418-0845 /    IR@united-arrows.co.jp

コーポレートサイト　
http://www.united-arrows.co.jp/
※2005年12月にコーポレートサイトをリニューアルしました。

IR情報ページ
http://www.united-arrows.co.jp/ir/index.html

IRお知らせメール
http://www.united-arrows.co.jp/ir/infomail/index.html
※当社の月次売上概況、決算、出店などに関する情報をメール配信しております。
配信の登録は、当社HPにて受付しております。

新店情報　2005年10月～2006年3月の出店、改装等

■ユナイテッドアローズグリーンレーベルリラクシング千葉店　オープン（10月23日）
■ユナイテッドアローズグリーンレーベルリラクシングみなとみらい店　オープン（3月17日）
■ユナイテッドアローズグリーンレーベルリラクシング町田店　改装オープン（3月9日）
■オドナタグリーンレーベルリラクシング大丸梅田店　オープン（3月18日）
■ファサードグリーングリーンレーベルリラクシング松屋銀座店　オープン（3月3日）
■ファサードグリーングリーンレーベルリラクシング大丸梅田店　オープン（3月18日）
■オデットエオディールユナイテッドアローズ　日本橋店　オープン（10月7日）
■オデットエオディールユナイテッドアローズ　立川店オープン（3月3日）
■ダージリン・デイズ 梅田阪神店　オープン（3月9日）

※




